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申し込み先リンク
https://forms.gle/aC7Qm32LHjp5q2ab6

プログラム: 

 米区薬局方の紹介及び生物学的製剤に対するソリューション 

 USP モノクローナル抗体(mAb)標準の効果的な活用

• 社内メソッドと素材の検証

• バッチ間のドリフトや差異を埋める

• 先発メーカー向けに; リファレンスの製品がない場合

• 異なるモノクローナル抗体医薬品の劣化試験の多様性

参加目的 :  

 薬局方規格が生物学的製剤の品質をどのように保証するかを学ぶ

 次世代の標的医療の研究開発の推進と加速をサポートするUSP標準の実践を発見する

 USP代表との質疑応答セッションに参加

日付/時間/開催場所 : 

2025年2月20日

午前 9:00 -午後1:00

不二化学薬品株式会社 6F会議室 530-0044 大阪市北区東天満2丁目6番11号

Dr. Minkyung Kim, Pharm.D., MBA, M.Sc.

Scientific Arrairs Manager, APAC

The United States Pharmacopeia

https://forms.gle/aC7Qm32LHjp5q2ab6

	Slide 1: 米国薬局方 オンサイトワークショップ: The Value of USP Biologics Standards (無料)

